



















































































































いては，宮川 (2009 ; 投稿中) に詳しく述べ
られている。 






















































































表 1 三角比単元のタスクタイプと，その数 
タスクタイプ 数 
(T1.1) 三角比の値に関するタスクタイプ 40 
(T1.2) 三角形に関するタスクタイプ 39 
(T1.3) 平面図形に関するタスクタイプ 6 
(T1.4) 立体図形に関するタスクタイプ 2 




































































































































































図 4 問の出展：改訂版数学Ⅰ，p.131，例題 11 























































































































(T1.5) の他のタスクでは，図 5 のテクニッ
クのように代数レジスターでの処理が中心に
なるものが尐なくなく，図形レジスターを利






























































の合成の形（2 sin( + /3)）に式を変形する
タスクなどを含むものである。
表 2 三角関数単元のタスクタイプと，その数 
タスクタイプ 数 
(T2.1) 三角関数の値を求めるタスクタイプ 27 
(T2.2) 式の値を求めるタスクタイプ 10 
(T2.3) 方程式・不等式に関するタスクタイプ 18 
(T2.4) 式変形を行うタスクタイプ 5 
(T2.5) 等式の証明を行うタスクタイプ 8 
(T2.6) 関数の性質に関するタスクタイプ 19 









は，次節の図 8 のようなタスクである。 




















































図 6 問の出展：改訂版数学Ⅱ， p.108，例題 1 
このタスクは，定義域が指定された sin θ


































































































った。例えば，図 9 のようなタスクである。 
 
















































の 2 点 P，Q で，求める 
























































まず，与えられた関数を変形し，y = sin 2













図 10 問の出展：改訂版数学Ⅱ，p.118，例題 8 
教科書で与えられていたテクニックは，次
のようなものである。2 直線の方程式を座標























































  とする。 
解）右の図のように， 














  から 
4
















































分析の結果をまとめると表 3 のようになる。 
表 3 分析の結果 











































Chevallard Y. (1999). L’analyse des pratiques 
enseignantes en theorie antheopologique du 
didactique. Recherches en Didactique des 
mathematics, Vol.19, No.2, 221-266 
Chevallard Y. (2006). Steps towards a new 
epistemology in mathematics education. In 
Proceedings of the IVth Congress of the European 
Society for Research in Mathematics Education 
(CERME 4) (pp. 22-30)． 
Duval, R. (2006). A Cognitive Analysis of Problems of 
Comprehension in a Learning of Mathematics, 

















と証明」．筑波数学教育研究 第 24 号，21-30 
宮川健 (2009）．「学校数学で扱われている数学を
知る～小学校における比例を例に～」．『研究と
実践』，上越数学教育研究会．2-7 
宮川健 (2010）．「フランス前期中等教育における
証明の生態～平面幾何領域の教科書分析から
～」．日本数学教育学会『第４３回数学教育論文
発表会文集』，(295-300) ． 
宮川健 (投稿中)．「フランスを起源とする数学教
授学～「学」としての数学教育研究をめざして
～」．28 項． 
柳田大介 (2005）．「理解を重視する高校数学の指
導に関する研究 (Ⅲ) －鋭角から鈍角への三角
比の拡張場面を事例として－」．第 38 回数学教
育論文発表会論文集．pp.115-120． 
文部科学省 (2006）．『高等学校学習指導要領解説 
数学編・数理編』．実教出版． 
– 70 –
